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Abstract
About 40 years have passed since scientific research on the effectiveness of cosmetics began in the 1960s. Research 

targets have gone from the surface of the skin to the dermis, recently even to the subcutaneous tissue. Investigated skin 
damages have covered over dry skin, sunburn, age spots, wrinkles and sagging. In 2000s, it has been proved that cosmetics 
are able to improve not only skin damages but also QOL （Quality of Life）. These advances needed evaluating systems of ef-
fectiveness on skin or mind. I summarized the history of the efficacy study of cosmetics from a scientific paper．
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1.　は じ め に

本題に入る前に，ここで述べる香粧品を定義しておき
たい。「医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性
の確保等に関する法律（以下医薬品医療機器等法）」に
規定されている化粧品と，医薬部外品のうち厚生労働大
臣が指定する医薬部外品 27項目のうちの 25項目に「化
粧品としての使用目的のほかに，にきび，肌荒れ，かぶ
れ，しもやけ等の防止または皮膚もしくは口腔の殺菌消
毒に使用されることも併せて目的とされている物」のう
ち，皮膚もしくは口腔を殺菌消毒するものを除く，いわ
ゆる薬用化粧品について考えてみたい。なお香粧品とし
ては他に医薬部外品の腋臭防止剤（制汗剤），育毛剤，
染毛剤，除毛剤，パーマネントウェーブ剤なども含むと
考えられるが，ここでは触れないこととした。
上記法律上の化粧品の定義は，「人の身体を清潔にし，
美化し，魅力を増し，容貌を変え，または皮膚もしくは
毛髪をすこやかに保つために，身体に塗擦，散布その他
これらに類似する方法で使用されることが目的とされて
いる物で，人体に対する作用が緩和なものをいう」と定
義されている。化粧品は，皮膚を清潔にし健やかに保つ
スキンケア化粧品（洗顔料，化粧水，乳液，クリームな
ど）と，美化し，魅力を増し，容貌を変えるメーキャッ
プ化粧品に大別される。
化粧品は，発掘される埴輪などに見られる赤化粧や，
香油などが古代からあったようだ。これらは，皮膚を健
やかに保つ効果に加え，宗教的な意味があったと考えら

れている。ただそれらの有効性が科学的客観的に評価さ
れることになるのは，日本では 1960年代以降この半世
紀ほどのことである。
科学的に有効性を証明するためには，肌の健やかさの
定義が必要であり，それを客観的に評価することができ
て初めて可能となる。いつからどのような評価法が各
メーカーで使われてきたかは，各メーカーそれぞれの歴
史があり，逐一公表されていない。そこで本稿では，主
に日本香粧品学会誌および日本化粧品技術者会誌の投稿
論文を中心に，日本の香粧品の有効性の歴史的変遷を
探ってみた。
日本化粧品技術者会は，化粧品の技術者が集まり，技
術の向上と親睦を深め化粧品産業の発展に寄与すること
を目的としている。第二次世界大戦後間もない 1947年
に東京で東京化粧品技術者会が創立され，1961年に全
国規模になり，1963年より雑誌（現：日本化粧品技術
者会誌）が発行された。一方，日本香粧品学会は化粧品
による女子顔面黒皮症が発生し1），大阪方面の被害者が
「化粧品公害被害者の会」を発足させた 1976年に第 1回
研究会が開催され，雑誌（現：日本香粧品学会誌）は翌
年 1977年に創刊された。なお「化粧品公害被害者の会」
は裁判を起こしたが，1981年に，企業が和解金を支払
い終息した。このような社会的背景のもと，1960～1970
年代は，化粧品メーカーの研究は，化粧品の安全性をい
かに確保するかに傾注され化粧品の安全性が飛躍的に高
まった。安全性がおおよそ確保されるようになると，皮
膚についての研究や，有効性についての研究も活発化し
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